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通信担当 支援相談員：中本 昌志 飯原 佑介

栄養課便り

今再び新型コロナウィルスやインフルエンザの感染拡大が広まりつつあります。当施設でも半月に

1度全職員を対象としたＰＣＲ検査を行っておりますが、先月は入所担当の職員から初めて２人の陽

性者が確認されました。幸いなことに入所者様への感染は確認されませんでしたが今後も全職員が

マスク・検温・消毒といった基本的な対策を続けていくことで感染拡大を防止していくことで皆様に安

心して施設生活を送っていただけるように努めてまいります。

管理栄養士 稲原 彩水

節分とは、季節の分かれ目のことです。以前は立春・立夏・立秋・立冬の前日を節分と呼ん

で

いましたが、現在では立春の前日のみを節分と呼びます。昔から「季節の変わり目は邪気

が入りやすい」と考えられていました。節分には、邪気を払い、無病息災を願う「追儺（つい

な）」という行事がおこなわれていました。日本には平安時代に伝わり、災害や疫病を追い

払うための宮中行事として大晦日に追儺がおこなわれるようになりました。それから次第

に追儺は豆をまいて鬼払いをし、無病息災を願う節分の行事として、庶民のあいだに広

まっていったのです。

新しく入職した職

員を紹介します。

皆様の生活をご支

援できるように頑

張っていきます。

看護

小河 静音

専門の講師を招いて感染症による知識を深めました。

体操は運動不足解消と身体機能の維持・向上につながります。

また集まって行う事によりコミュニケーションの活性化・日々の生活で

感じやすい孤立感を解消する事も可能です。

レクリエーションが日常生活の楽しみとなれば生きがいも増え健やかに過

ごせるでしょう。そう思っていただけるように職員は取り組んでおります。


